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傭魂9
活
力
あ
る
地
域
つ
く
り
を
め
ざ
し
て

平
成
1
6
年

　
2
月
6
日
（
日
）
、
平
成
1
6
年
度
東
郷
町
生
涯
学
習
推
進
大
会
が
、
町
総
合

文
化
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
大
会
で
は
、
開
会
行
事
に
引
き
続
き
、
日
頃
の
生
涯
学
習
の
取
り
組

み
の
成
果
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
音
楽
サ
ー
ク
ル
、
太
極
拳
教
室
、
レ

ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
教
室
の
披
露
、
ま
た
、
八
重
原
公
民
館
か
ら
自
治
公

民
館
の
活
動
、
坪
谷
中
学
校
か
ら
は
家
庭
教
育
学
級
の
活
動
が
発
表
さ

れ
ま
し
た
。
子
ど
も
の
声
発
表
で
は
、
小
川
美
早
さ
ん
（
東
郷
中
2
年
）
、

直
野
由
美
さ
ん
（
福
瀬
小
6
年
）
、
阿
万
鈴
香
さ
ん
（
坪
谷
小
6
年
）
、

稲
田
美
和
さ
ん
（
坪
谷
中
3
年
）
力
　
日
頃
思
っ
て
い
る
こ
と
や
中
国

の
旅
で
の
感
想
な
ど
を
発
表
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
　
「
人
生
い
ろ
い
ろ
」
を
テ
ー
マ
に
元
漫
才
師
春
日
三
球
さ
ん

に
よ
る
講
演
が
あ
り
、
会
場
は
笑
い
に
つ
つ
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
内
容
も

充
実
し
、
盛
り
上
が
っ
た
中
で
大
会
は
終
了
し
ま
し
た
。

たしましれまaa‘し笑は場会」3
彪
塾3

o
⊃ム［

春
日
三
球
さ
ん

憾
8
λ
れ
盈
羽

　
2
月
5
日
（
土
）
、
町
中
央
公
民

館
で
、
第
一
回
玉
入
れ
大
会
（
東
郷

町
体
育
指
導
委
員
会
主
催
）
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
1
6
チ
ー
ム
ー
0

0
人
が
参
加
し
盛
会
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
結
果
は
、
役
場
職
員
で
構
成
す

る
ト
カ
チ
ェ
フ
が
優
勝
、
準
優
勝
が
、

カ
ワ
ケ
ン
サ
ン
バ
（
東
郷
町
施
設
野

菜
部
会
員
）
、
3
位
が
、
ア
グ
リ
ー

ズ
（
農
業
を
考
え
る
会
）
で
し
た
。

皆
さ
ん
い
い
汗
を
か
い
て
い
ま
し

た
よ
。
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集
「
滝
と
流
星
」
で
受
賞
し
た

歌
人
米
川
千
嘉
子
さ
ん
の
受
賞
記

念
講
演
会
が
1
月
2
9
日
（
土
）
に
東

郷
町
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
牧
水
の
母
校
坪
谷
小
学
校
3
3
名

の
児
童
の
皆
さ
ん
に
よ
る
牧
水
の

歌
の
斉
唱
で
幕
が
開
き
ま
し
た
。

場
内
に
無
垢
な
歌
声
が
響
き
、
涙

す
る
人
も
み
ら
れ
る
な
ど
、
米
川

さ
ん
も
感
動
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
主
催
者
で
あ
る
若
山
牧

水
賞
運
営
委
員
会
（
宮
崎
県
・
宮

崎
県
教
育
委
員
会
・
宮
崎
日
日
新

聞
社
・
東
郷
町
・
延
岡
市
で
構
成
）

を
代
表
し
、
町
長
が
あ
い
さ
つ
を

行
い
ま
し
た
。
講
演
に
先
立
ち
、

若
山
牧
水
賞
選
考
委
員
の
一
人
で

あ
る
伊
藤
一
彦
さ
ん
が
米
川
千
嘉

子
さ
ん
の
紹
介
を
行
い
、
そ
の
後
、

「
喜
志
子
・
牧
水
、
二
つ
の
い
の
ち
の

歌
」
と
題
し
て
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

米
川
さ
ん
は
、
牧
水
の
妻
喜
志
子

に
焦
点
を
あ
て
、
文
学
少
女
が
文

学
を
志
し
、
上
京
、
そ
の
後
牧
水

と
の
結
婚
、
晩
年
ま
で
の
逸
話
な

ど
喜
志
子
の
歌
や
牧
水
の
歌
を
交

え
な
が
ら
披
露
し
ま
し
た
。

　
歌
の
道
を
進
め
る
と
信
じ
結
婚

し
た
喜
志
子
で
は
あ
っ
た
が
、
自

由
奔
放
に
生
き
る
夫
牧
水
を
支
え
、

あ
る
い
は
母
と
し
て
の
役
割
を
負

っ
て
い
る
こ
と
に
歌
人
喜
志
子
と

し
て
の
辛
さ
や
寂
し
さ
が
あ
っ
た

の
だ
と
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

「
に
こ
や
か
に
酒
煮
る
こ
と
が
女
ら

し
き
つ
と
め
か
わ
れ
に
さ
び
し
き

夕
ぐ
れ
」

「
群
衆
見
て
忘
れ
ん
と
子
を
抱
き

群
衆
に
入
れ
ば
い
よ
い
よ
わ
が
身

い
と
し
く
な
り
ぬ
」

　
ま
た
、
喜
志
子
の
歌
に
つ
い
て
「
喜

志
子
は
牧
水
の
叙
情
と
い
う
も
の

を
傍
ら
に
置
き
な
が
ら
、
そ
れ
に

呑
み
こ
ま
れ
こ
と
な
く
、
粗
削
り

な
現
代
女
性
の
原
点
の
よ
う
な
も

の
を
示
し
た
の
だ
と
思
う
」
と
結

び
ま
し
た
。
ま
た
、
講
演
会
に
は
、

米
川
さ
ん
が
所
属
す
る
歌
誌
「
か

り
ん
」
を
主
宰
す
る
馬
場
あ
き
子

さ
ん
も
出
席
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

若
山
牧
水
記
念
文
学

館
の
館
長
に
伊
藤
一
彦

さ
ん
が
就
任

　
平
成
1
7
年
4
月
－
日
に
開
館

す
る
若
山
牧
水
記
念
文
学
館
の

館
長
に
平
成
1
7
年
1
月
7
日
伊

藤
一
彦
さ
ん
が
就
任
し
ま
し
た
。

　
伊
藤
さ
ん
は
、
歌
人
で
あ
る

と
と
も
に
、
若
山
牧
水
の
研
究

家
と
し
て
ご
活
躍
さ
れ
て
お
り
、

若
山
牧
水
賞
の
選
考
委
員
も
務

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
よ
り
先
、
非
常
勤
の
館

長
と
し
て
、
本
町
の
牧
水
顕
彰

に
大
き
な
役
割
を
担
っ
て
頂
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。
現
職
は
県

立
看
護
大
学
教
授
で
あ
り
、
宮

崎
市
に
在
住
さ
れ
て
い
ま
す
。

東
郷
町
若
山
牧
水
顕

彰
晴
事
務
局
長
に
那

須
文
美
さ
ん
が
就
任

　
平
成
1
7
年
1
月
4
日
日
若
山

牧
水
記
念
文
学
館
の
運
営
を
行

う
東
郷
町
若
山
牧
水
顕
彰
会
の

事
務
局
長
に
那
須
文
美
さ
ん
が

就
任
し
ま
し
た
。

若
山
牧
水

顕
彰
全
国
大
会

　
東
郷
町
で
は
「
2
1
世
紀
に
は

ば
た
く
牧
水
の
ふ
る
さ
と
づ
く
り
」

を
指
標
と
し
て
町
づ
く
り
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
牧
水
公
園
内
に
「
若

山
牧
水
記
念
文
学
館
」
の
建
設

並
び
に
「
牧
水
生
家
の
修
復
」

の
完
成
と
オ
ー
プ
ン
を
記
念
し
て
、

次
の
と
お
り
「
若
山
牧
水
顕
彰

全
国
大
会
」
を
開
催
す
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。

◇
期
日
　
平
成
1
7
年
5
月
2
6
日
（
木
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
7
日
（
金
）

◇
場
所
　
東
郷
町
総
合
文
化
セ

ン
タ
ー
及
び
若
山
牧
水
記
念
文

学
館

◇
大
会
テ
ー
マ

ふ
る
さ
と
に
生
き
続
け
る
牧
水

◇
大
会
概
要

5
月
2
6
日
　
午
前
1
0
時
～

・
開
会
行
事

・
記
念
講
演

　
　
講
師
大
岡
　
信
氏

　
　
演
題
　
「
最
初
の
歌
人
」

・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
テ
ー
マ

21

｢
紀
に
生
き
る
牧
水
の
心

　
パ
ネ
リ
ス
ト

福
島
泰
樹
氏
、
栗
木
京
子
氏
、

榎
本
篁
子
氏
、
伊
藤
一
彦
氏
、

町
内
小
学
校
長
、

　
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
小
島
ゆ
か
り
氏

・
牧
水
サ
ミ
ッ
ト

・
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
（
日
向
市
）

5
月
2
7
日
　
午
前
9
時
3
0
～

・
歌
碑
祭

・
文
学
館
開
館
セ
レ
モ
ニ
ー
及

　
び
見
学

◇
大
会
参
加
申
込
等

　
参
加
申
し
込
み
に
つ
い
て
は
、

東
郷
町
教
育
委
員
会
に
「
参
加

申
込
書
」
を
用
意
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
な
お
、
参
加
申
込
期
限

は
3
月
末
日
と
な
っ
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
東
郷
町
教
育
委
員
会

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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機
蓮
歴
幽
夢
卿

第
2
5
回
牧
水
ロ
ー
ド

　
2
月
2
0
日
（
日
）
、
第
2
5
回
牧

水
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
が
、
牧

水
公
園
周
辺
コ
ー
ス
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
前
日
ま
で
降
り
続

い
た
雨
も
や
み
、
さ
わ
や
か
な

冬
の
日
差
し
の
好
天
に
恵
ま
れ
、

町
内
外
か
ら
参
加
し
た
約
3
0

0
名
の
ラ
ン
ナ
ー
は
、
さ
わ
や

か
な
汗
を
流
し
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
多
数
の
応
援
の
方
も

訪
れ
、
大
会
会
場
は
、
大
き
な

声
援
や
拍
手
に
包
ま
れ
て
い
ま

し
た
。

◆
宣
言
タ
イ
ム
走
　
2
㎞

・
親
子
の
部

1
位
　
黒
木
勇
人
・
洗
天
（
1

秒
差
）
小
野
田
、
2
位
　
吉
田

幸
史
・
和
香
（
2
秒
差
）
延
岡
市
、

3
位
　
西
政
明
・
優
之
介
（
3

秒
差
）
延
岡
市

・
個
人
の
部

1
位
　
海
野
達
也
（
0
秒
差
）

日
向
市
、
2
位
　
知
覧
和
宏
（
1

秒
差
）
綾
町
、
3
位
　
関
屋
悦

子
（
1
秒
差
）
佐
土
原
町

◆
小
学
3
年
生
男
子
2
㎞

1
位
　
姫
田
純
平
8
分
2
4
秒
（
財

光
寺
ジ
ュ
ニ
ア
陸
上
）
、
2
位

山
崎
力
8
分
3
3
秒
（
財
光
寺
ジ

ュ
ニ
ア
陸
上
）
、
3
位
　
斧
俊
吾

8
分
4
2
秒
（
東
郷
小
）

◆
小
学
3
年
生
女
f
　
2
㎞

1
位
　
黒
木
里
夏
8
分
4
3
秒
（
都

農
町
）
、
2
位
　
竹
田
輝
9
分
2
5

秒
（
財
光
寺
ジ
ュ
ニ
ア
陸
上
）
、

3
位
　
河
野
志
織
9
分
2
9
秒
（
ひ

ま
わ
り
陸
上
ク
ラ
ブ
）

◆
小
学
4
年
生
男
子
　
2
㎞

1
位
　
尾
崎
知
哉
8
分
1
1
秒
（
ひ

ま
わ
り
陸
上
ク
ラ
ブ
）
、
2
位

後
藤
諒
祐
8
分
1
4
秒
（
財
光
寺

ジ
ュ
ニ
ア
陸
上
）
、
3
位
　
長
池

源
大
8
分
1
4
秒
（
福
瀬
小
）

◆
小
学
4
年
生
女
子
　
2
㎞

1
位
太
田
和
佳
菜
9
分
0
6
秒
（
ひ

ま
わ
り
陸
上
ク
ラ
ブ
）
、
2
位

黒
木
香
菜
子
9
分
0
7
秒
（
ひ
ま

わ
り
陸
上
ク
ラ
ブ
）
、
3
位
　
松

木
彩
9
分
1
0
秒
（
財
光
寺
ジ
ュ

ニ
ア
陸
上
）

◆
小
学
5
年
生
男
子
　
2
㎞

1
位
　
黒
木
菖
平
7
分
1
8
秒
（
川

南
町
）
、
2
位
　
菊
池
耕
佑
7
分

22

b
（
延
岡
市
）
、
3
位
　
吉
田

拓
史
7
分
5
3
秒
（
延
岡
市
）

◆
小
学
5
年
差
女
子
　
2
㎞

1
位
　
竹
田
静
8
分
0
3
秒
（
財

光
寺
ジ
ュ
ニ
ア
陸
上
）
、
2
位

松
井
佑
奈
8
分
4
3
秒
（
門
川
小
）
、

3
位
　
姫
田
萌
9
分
0
5
秒
（
財

光
寺
ジ
ュ
ニ
ア
陸
上
）

◆
小
学
6
年
生
男
子
　
2
㎞

1
位
　
黒
木
貴
大
7
分
0
9
秒
（
都

農
小
）
、
2
位
　
黒
木
浩
太
郎
7

分
1
3
秒
（
南
方
ア
ス
リ
ー
ト
）
、

3
位
　
小
西
雄
介
7
分
1
4
秒
（
延

岡
市
）

◆
小
学
6
年
生
女
子
　
2
㎞

1
位
出
口
真
奈
保
7
分
5
3
秒
（
財

光
寺
ジ
ュ
ニ
ア
陸
上
）
、
2
位

中
島
小
晴
8
分
3
1
秒
（
南
方
ア

ス
リ
ー
ト
）
、
3
位
　
高
巣
律
子

8
分
3
5
秒
（
財
光
寺
ジ
ュ
ニ
ア

陸
上
）

◆
中
学
生
女
子
　
3
㎞

1
位
瀬
之
口
か
な
1
1
分
3
0
秒
（
門

川
中
）
、
2
位
　
瀬
之
口
舞
1
1
分

51

b
（
門
川
中
）
、
3
位
　
川
本

唯
1
2
分
4
3
秒
（
富
島
中
）

◆
中
学
生
男
子
　
5
㎞

1
位
　
黒
木
俊
輔
1
7
分
3
5
秒
（
西

郷
中
）
、
2
位
　
小
笠
和
也
1
7
分

45

b
（
高
千
穂
町
）
、
3
位
　
三

浦
祐
弥
1
9
分
2
9
秒
（
東
郷
中
）

◆
一
般
女
子
　
3
㎞

・
4
0
～
5
9
歳
以
下

1
位
塩
月
英
子
1
7
分
4
5
秒
（
福

瀬
）・

6
0
歳
以
上

1
位
川
崎
サ
ダ
子
1
6
分
4
6
秒
（
延

岡
市
）

◆
．
般
男
．
r
　
5
㎞

・
3
9
歳
以
下

1
位
　
黒
木
裕
平
1
6
分
5
3
秒
（
都

農
町
）
、
2
位
　
平
川
英
司
1
7
分

01

b
（
延
岡
市
）
、
3
位
　
徳
渕

大
輔
1
7
分
0
5
秒
（
都
農
町
）

・
4
0
～
5
9
歳
以
下

1
位
　
甲
斐
良
男
1
8
分
4
5
秒
（
日

向
市
）
、
2
位
　
橋
本
旬
弘
1
9
分

12

b
（
門
川
町
）
、
3
位
　
河
野

美
喜
1
9
分
5
2
秒
（
都
農
町
）

・
6
0
歳
以
上

1
位
　
宮
本
東
2
0
分
3
6
秒
（
日

向
市
）
、
2
位
　
野
下
邦
男
2
1
分

03

b
（
高
岡
町
）
、
3
位
　
橋
口

克
義
2
1
分
2
2
秒
（
寺
迫
）

霊瘤躍i≡饗罷茎茱……
O
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第
1
4
回
東
郷
町
合
同
金
婚
式
が
2
月

17

咊
u
木
）
や
す
ら
ぎ
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
は
、
2
1
組
の
ご
夫
婦
が
金
婚
式

を
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。
式
で
は
、
小

林
理
教
町
長
の
式
辞
を
受
け
、
金
婚
夫

婦
を
代
表
し
て
、
福
瀬
の
小
林
勝
己
さ

ん
夫
妻
に
金
婚
証
書
と
記
念
品
が
贈
呈

さ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
、
懐
か
し
い

思
い
出
話
に
花
を
咲
か
せ
て
楽
し
い
ひ

と
時
を
過
ご
さ
れ
ま
し
た
。

金
婚
式
を
迎
え
ら
れ
た
ご
夫
婦

【
寺
迫
】

　
田
代
安
夫

　
　
ク
ニ
カ

　
黒
木
仁
士

　
　
イ
ソ
エ

【
福
二
】

　
小
林
勝
己

　
　
陽
子

【
小
野
田
】

　
畝
原
信
義

　
　
　
ミ
ユ
キ

　
畝
原
基
克

　
　
　
マ
ツ
子

　
寺
原
郁
夫

　
　
八
重
子

【
鶴
野
内
】

　
川
越
寒
一

　
　
八
重
子

【
迫
野
内
】

　
畝
原
弥
一

　
　
　
ハ
ツ
エ

　
伊
東
今
朝
八

　
　
　
ヨ
シ

【
田
野
】

　
黒
田
鐵
夫

　
　
ミ
キ
エ

　
谷
口
巌

　
　
冷
子

【
羽
坂
】

　
那
須
　
博

　
　
ア
ツ
子

　
甲
斐
　
進

　
　
明
子

【
仲
深
】

　
矢
野
　
満

　
　
文
子

【
坪
谷
】

　
矢
野
義
美

　
　
タ
ネ

　
矢
野
正
弘

　
　
ミ
タ
イ

　
三
浦
文
人

　
　
満
子

　
那
須
一
助

　
　
ノ
ブ
子

　
弓
場
島
治

　
　
カ
メ
子

【
越
表
】

橋
口
幸
雄

　
　
穂
積

渡
邊
　
敏

　
　
八
千
代

寺
原
勝
野
さ
ん
（
羽
坂
区
）

1
0
0
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
る

　
都
甲
教
育
長
は
、
こ
の
度
1

0
0
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
た
寺

原
勝
野
さ
ん
を
自
宅
に
訪
問
し
、

町
か
ら
の
お
祝
い
状
、
記
念
品

な
ど
を
手
渡
し
、
　
「
誕
生
日
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
元
気
で
長
生
き
し
て
く

だ
さ
い
。
」
と
激
励
し
ま
し
た
。

　
寺
原
さ
ん
は
、
1
9
0
5
（
明

治
3
8
）
年
1
月
2
8
日
生
ま
れ
で
、

現
在
、
目
や
耳
の
状
態
、
健
康

状
態
も
良
く
、
昔
話
な
ど
を
楽

し
く
話
さ
れ
、
時
々
利
用
す
る

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
楽
し
み
に
し

て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
ま
た
、
健
康
の
秘
訣
を
お
聞

き
し
た
と
こ
ろ
、
　
「
三
度
の
食

事
を
好
き
嫌
い
せ
ず
き
ち
ん
と

摂
る
こ
と
。
」
と
答
え
て
い
ま

し
た
。

畜
潔
だ
壷

　
1
月
期
子
牛
セ
リ
市
の
本
町
か

ら
の
出
荷
分
の
結
果
及
び
最
高
額

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

東
臼
杵
郡
市
セ
リ
市
4
6
頭

　
雌
平
均
4
8
7
、
3
6
1
円

　
去
勢
平
均
　
4
5
4
、
8
8
8
円

　
合
計
平
均
　
4
7
2
、
4
7
8
円

最
高
額
〔
雌
の
部
〕

　
福
瀬
塩
月
秀
幸
も
も
は
る
号

　
血
統
安
平
・
糸
秀
・
隆
美

　
3
3
1
日
令
3
2
7
㎏

　
　
　
　
　
8
4
0
、
0
0
0
円

〔
去
勢
の
部
〕

　
福
瀬
谷
口
峰
久
峰
国
号

　
血
統
福
之
国
・
安
平
・
糸
晴

　
2
8
9
日
令
3
0
1
㎏

　
　
　
　
　
5
6
8
、
0
5
0
円

児
湯
郡
市
セ
リ
市
1
2
頭

　
雌
平
均
5
1
0
、
1
5
0
円

　
去
勢
平
均
　
5
0
4
、
2
1
0
円

　
合
計
平
均
　
5
0
7
、
6
7
5
円

最
高
額
〔
雌
の
部
〕

　
山
ノ
ロ
橋
口
克
己
　
あ
き
や

　
す
号

　
血
統
日
向
国
・
安
平
・
秀
安

　
3
4
6
日
令
3
1
2
㎏

　
　
　
　
　
7
5
8
、
1
0
0
円

〔
去
勢
の
部
〕

　
庭
田
黒
木
国
寛
良
勝
号

　
血
統
大
良
勝
・
安
平
・
糸
秀

　
2
5
4
日
令
2
6
7
㎏

　
　
　
　
　
5
4
7
、
0
5
0
円

3塾鎖顔●・
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2
月
7
日
置
月
）
～
1
0
日
（
木
）
の

4
日
間
、
N
H
K
「
い
っ
ち
ゃ
が
ス
タ

ジ
オ
」
で
東
郷
町
の
特
集
が
あ
り
、

本
町
の
魅
力
を
県
内
に
発
信
し
ま

し
た
。

　
番
組
は
、
若
山
牧
水
を
メ
イ
ン

テ
ー
マ
に
、
東
郷
弁
の
紹
介
、
牧
水

カ
ル
タ
対
決
、
こ
ん
に
ゃ
く
料
理
の

紹
介
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

　
中
で
も
、
7
日
に
は
総
合
文
化

セ
ン
タ
ー
に
ス
タ
ジ
オ
を
設
営
し
、

尾
鈴
短
歌
会
や
中
学
生
の
短
歌
朗

詠
・
坪
谷
小
学
校
児
童
の
歌
声
が

生
放
送
さ
れ
ま
し
た
。

　
2
月
1
9
日
（
土
）
、
姉
妹
都
市
・

沖
縄
県
宜
野
湾
市
か
ら
ひ
ま
わ

り
共
同
作
業
所
（
同
市
社
会
福

祉
協
議
会
内
）
の
皆
さ
ん
2
8
名

が
来
町
さ
れ
、
し
い
た
け
の
収

穫
や
そ
ば
打
ち
体
験
を
楽
し
み

ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
同
作
業
所
が
行
う
「
交

流
の
旅
」
の
一
環
と
し
て
日
向
農
協

東
郷
支
店
が
計
画
さ
れ
た
も
の
で
、

参
加
者
は
慣
れ
な
い
作
業
で
し
た

が
、
終
始
笑
顔
で
、
本
町
山
ざ
く

ら
っ
ぼ
み
園
の
皆
さ
ん
等
と
交
流

を
深
め
て
い
ま
し
た
。

雛

　
　
　
藪
罫

　講

F

　
1
月
2
9
日
（
土
）
、
東

郷
少
年
野
球
チ
ー
ム
主
催

に
よ
る
日
向
・
入
郷
少
年

野
球
教
室
が
、
町
総
合
グ

ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
ま
し

た
。　

教
室
で
は
、
元
中
日
の

田
野
倉
さ
ん
、
元
ロ
ッ
テ

の
水
上
、
石
井
、
石
川
さ

ん
の
4
名
が
講
師
と
し
て

招
か
れ
、
少
年
野
球
チ
ー

ム
な
ど
に
所
属
す
る
1
5

0
名
の
野
球
少
年
が
参
加

し
、
一
人
一
人
丁
寧
に
指

導
を
受
け
、
走
塁
や
守
備
、

打
撃
練
習
に
目
を
輝
か
せ

な
が
ら
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
教
室
は
、
今
回
で
3
回

目
と
な
り
ま
す
が
、
練
習

後
’
年
々
レ
ベ
ル
が
上
が

っ
て
い
る
と
評
価
を
受
け

て
い
ま
し
た
。

”
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
“
に
加
入
を
！

　
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
な
ど
の
団
体
活
動
に
最
適

な
保
険
で
す
。

★
万
一
の
事
故
に
備
え
て
ス

ポ
ー
ツ
安
全
保
険
に
加
入
し

ま
し
ょ
う
★

　
平
成
1
7
年
度
の
ス
ポ
ー
ツ
安
全

保
険
受
付
が
3
月
よ
り
始
ま
り
ま

す
。
子
ど
も
会
、
運
動
ク
ラ
ブ
、
文

一に
サ

‘

刀
4．

＝
■圓昌亭「

　
こ
の
ほ
ど
、
町
内
の
小

中
学
生
の
書
初
め
展
が
さ

く
ら
館
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。　

今
回
も
町
内
小
中
学
生

の
全
員
の
作
品
が
出
展
さ

れ
、
多
く
の
見
学
者
が
訪

れ
ま
し
た
。
「
上
手
い
ね
！
」

と
い
う
声
が
あ
ち
こ
ち
で

あ
が
っ
て
い
ま
し
た
。

殉周嘘

工
襲

　
　
懸

購
羅
田
謹
匡
、

　
慧
蓑

“　　　　A

化
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど
5
名

以
上
の
グ
ル
ー
プ
で
あ
れ
ば
加
入

で
き
ま
す
。
子
供
団
体
向
け
に
は

個
人
活
動
ま
で
補
償
で
き
る
A
W
（
子

ど
も
ワ
イ
ド
保
険
）
も
あ
り
ま
す
。

　
加
入
し
て
万
一
の
け
が
や
賠
償

責
任
な
ど
の
事
故
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

　
毎
年
ご
加
入
の
団
体
も
「
あ
ら

ま
し
」
を
よ
く
お
読
み
頂
き
ま
し
て
、

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
手
続
き
は
簡
単
1
】

　
加
入
依
頼
書
に
必
要
事
項
（
氏

名
・
年
齢
）
を
忘
れ
ず
に
記
入
し
、

掛
金
を
添
え
て
指
定
銀
行
（
宮
崎

銀
行
）
の
窓
口
に
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

※
加
入
依
頼
書
は
東
郷
町
教
育

委
員
会
に
あ
り
ま
す
。
な
お
、
前

年
度
加
入
の
団
体
に
は
3
月
上
旬

に
発
送
予
定
で
す
。

【
保
険
期
間
】

　
毎
年
4
月
1
日
か
ら
翌
年
3
月

31

冾
ﾜ
で
の
問
、
4
月
1
日
以
降
の

入
金
の
場
合
は
入
金
日
の
翌
日
よ

り
保
険
は
有
効
に
な
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

（
財
）
ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会
宮
崎
県
支
部

電
話
（
0
9
8
5
）
5
5
i
3
1
3
6

【（

焉
j
ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
】

7
巷
ミ
≦
蓬
名
。
『
密
ロ
N
①
p
。
門
α
q

【
資
料
請
求
発
送
セ
ン
タ
ー

F
A
X
専
用
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
】

　
電
話
（
0
1
2
0
－
1
0
4
4
4
2
）

自
動
受
付
（
発
送
に
は
多
少
日
数

が
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
）

31●・●…彊㍊藩畦到酪睡1
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談工区3月3月の行事予定表

や
す
ら
ぎ
館

盈
6
9
－
3
3
6
7

期日　場　　　所　受付時間
育児サークルちびちびCLUB

　　　　　　　褐」司隅【周罵■日■眠
ｨ近くの健康相談をご利用ください。

燉e：血圧・体重測定、尿検査、相談、指導

V人保健手帳をご持参ください。1・15日（火）やすらぎ館　10：00～12：00

リハビリ教室
10日（木）シルバーセンター　10：00～14：00

期　日 会　　　場 受付時間

1歳6か月児健康診査 大工野集落：センター 9：30～10：00

16日（水）やすらぎ館　13：30～14：00
2日（水）

鶴野内地区コミュニティセンター 13：30～14：00

2歳6か月児健康診査
16日（水）やすらぎ館　14：00～14：30 迫野内地区多目的集会施設 9：30～10：00

赤ちゃん相談
4日（金）

鹿　瀬　集　会　所 13：30～14：00

16日（水）や　す　ら　ぎ　　9：30～10：00

さくらんぼの会
8日（火） 東上コミュニティセンター 9：30～10：00

24日（木）やすらぎ館　　　10：00 地　内　集　会　所 9：30～10：00

11日（金）
1人当たり医療費（平成16年3月～平成16年9月）単位，円

八重原地区高齢者プラザ 13：30～14：00

東　郷　町

1人当たり医療費1順位
市町村平均

23日（水）
稲葉野地区多目的集会施設 9：30～10：00

一般 143，620　19 ’125，241 田　野　公　民　館 13：30～14：00

退職 177，701　139 202，270

硯　野　集　会　所
老健 482，558　11 439，373

9：30～10：00

25日（金）

合計 255，437　11 219，780
羽坂地区生活改善センター 13：30～14：00

丁丁潔’●

　全国の高齢者（70歳以上、寝たきりの人は65歳以上）の医療費は毎年増えつづけ、平成11年には総額ll兆8千

億円にも達しています。

1人当たりでみると

　左図のように、70歳以上は平均85万円と、70歳未満の医療

費約15万円に比べ約6倍高くなっています。

　東郷町では、70歳以上が約78万円で70歳未満の約3倍にな

っています。

　70歳以上の高齢者が医療を受ける際、窓口で支払う自己負

担は、医療費総額の1割（一定以上所得者は2割）ですみます。

全　　国 東　郷　町

70歳以上

V0歳未満

平均85万円

@↑6倍
�P5万円

約78万円

@↑3倍

�Q5万円

し、深刻な問題を引き起

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　70歳以上の高齢者が医療を受ける

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　担は、医療費総額の1割（一定以上所

しかし、自己負担を除く医療費の8～9割は、国などの公費と、保険税で賄われています

　そのため、高齢者の医療費の増加は、国保や健康保険制度の赤字となって財政を圧迫

の15年度1人当たり医療費は、75万3千円と4年ぶりに増加しました。都道府県別に

は92

一長野県の場合一

1．かかりつけ医の制度が機能している。

2．年をとっても何らかの仕事や生きがいを持って生きてい

　　る人の割合が多い。

3．在宅医療を可能にする条件が整っている。その結果、平

　　均在院日数が他府県より短くなっている。

4．持ち家比率が高く、お年寄りの単独世帯の割合が低い。

こしています。

　老人保健制度（75歳以上）の1

見ますと、最も高い福岡県は92

万3千円で、最も低い長野県は61

万2千円と、地域格差は1．5倍に

達する見込みです。東郷町は74

万円なので、長野県の1．2倍です。

　なぜ、長野県の場合、こんなに

低い額ですんでいるのでしょう。

　国保中央会が設けた研究会の

報告は右のような点を指摘して

います。



⑤騨瑠

　現在の東郷霊苑は、昭和53年に建てられ築後26年余りが経過し建物が老朽化、また火葬能

力が低下するなど、県内では2番目に古い施設となっており、現在建替えを行っています。

　新施設は、現斎場の東隣に3月末完成予定で、4月1日から利用可能となります。これにとも

ない、斎場使用料が改正されましたので、ご理解いただきますようよろしくお願いいたします。

○待合時間の短縮などが図られます

　新施設は、現斎場の2倍以上の面積で、葬送の儀式が厳粛かつスムーズに行えるゆとりの間取

りです。また最新の火葬炉を導入し、火葬時間はこれまでの150分から、90分となり収骨ま

での待合時間も大幅に短縮されます。また圏域の木材をふんだんに使った待合棟には、3つの待

合室を用意し、ご遺族は心静かに収骨までの時間をお過ごしいただけます。

　施設運営は、現在1名で対応していますが、今後は、業者へ委託して複数人で対応できるよう

見直すなど利用する方へのサービス向上が図られます。

○斎場使用料はこのように決まりました

　斎場使用料は、施設を運営していく上で大切な財源です。現在の火葬料金は、この25年間大

きな見直しが行われず、県内でも最も低い額となっています。一方で、施設の老朽化で修繕費や

燃料代などの維持費は年々高騰し、約7割を公費で負担している現状です。　（現斎場は、一体当

り火葬経費約2万円の内13，500円を公費で負担しています。）

　本来、施設に必要な経費は、その利用料金で充足することが理想です。そのため、新しい施設

では、県内の状況を勘案し運営費のおおむね75％を使用料で負担していただくことになりました。

新斎場使用料 （平成17年4月1日から適用）

区　　分
13歳以上 13歳未満 死胎児 改葬遺体 汚物、人体の一部、その他

1体 1体 1体 1棺 1　件

管内1 23，000円 16，000円 9，000円 14，000円 7，000円

火
葬
等

管内2 35，000円 24，000円 14，000円 21，000円 11，000円

管　外 69，000円 48，000円 27，000円 42，000円 21，000円

安置室使用 一夜につき　5，000円

通夜を行う場合　1回につき7，000円

待合室使用 葬儀を行う場合　1回につき5，000円

通夜及び葬儀を行う場合　1回につき10，000円

「管内1」…死亡者が日向市、門川町、東郷町、南郷村、西郷村、北郷村、諸塚村又は椎葉村の

　　　　　住民。ただし、椎葉村は、以下の「管内2」を除きます。

「管内2」…死亡者が椎葉村尾向区、大河内区、不土野区、尾八重区、鹿野遊区及び仲塔区の住

　　　　　民。

「管　外」…死亡者が「管内1」及び「管内2」以外の住民。

”
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世界のどこへ行きたいんですか？

　英会話を勉強している人に、英語に興味を持つようになったきっかけを聞

くと、　「海外旅行がしたいから1とか「外国の友達が作りたいから」とよく

言われます。せっかく英語を勉強していますので、　「海外」というのは英語

圏だろうと思いました。しかし、先月の生涯学習推進大会のとき、英会話教

室に参力口している方々に自分のプロフィールを作ってもらいました。そのプ

ロフィールで「行きたいな～と思う国はどこですか？」という質問があって、

メンバーによって答えは様々でした。

　一人は「エジプト1と答えました。

し

　　　　　　　　　　　　　　　　　　「まずはピラミッド、そしていっか全ての七不

　思議を見てみたい」と書いてありました。そういうプロフィールを読んだら「エジプトもいいね」と私は

　初めて思ったのです。

　　もう一人は「ロシアに行きたい」と答えました。ロシアといえば寒くて、生活しにくいイメージがあ

　　りますが、この人は2月からロシアで就職する息子さんのことを考えて、遊びに行きたいと思うように

　なったそうです。私には、ロシアに留学した友人がいますので．一緒に行って、案内してもらいたいと

　思ったことがよくあります。

　　他に、12月に津波に襲われたタイやモルディブが出てきました。モルディブはインド辺りの小さな

　島々で、友達同士ではなく、恋人と行くとロマンチックで最高と言われています。しかし、津波の影響

　は今でも残っているでしょう。

　　西ヨーロッパ（イギリスやドイツ、アイルランドなど）がよく出てきました。英語が通じるからかな

　～と私は思いましたが、　「北欧でオーロラが見たい」と答えた人もいました。

　韓国に行きたいと答えた人もたくさんいました。「冬のソナタ」が終わってから時間がだいぶ経ちました

　が、韓流ブームはまだ続いているようです。

　　「冬のソナタ」を見ていませんが、友人が釜］」で結婚式を挙げるので、私は5月に韓国へ行くことにな

　　りました。言葉が通じなくても、英会話教室のメンバーみたいに自信を持って行くと、新しい文化にふ

つれあう機会になるでしょう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（⇒

でン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＆
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3　若年者納付猶予制度が導入されます（国民年金）

　20歳代の方は、本人（配偶者を含む）の所得が一定額以下の場合は、申請により月々の保険料納付が

猶予されます。　（これまでは、所得が一定額以上の世帯主（親など）と同居している場合には、保険料

免除の対象とはなりませんでした。）

　仮に、障害や死亡といった不慮の事態が生じたときに、その月の前々月以前の1年間に保険料の滞納

があると障害基礎年金・遺族基礎年金が受け取れない場合がありますが、この若年者納付猶予制度の承

認を受けている期間は、滞納の扱いとはなりませんので万一の時にも安心です。また、満額の老齢年金

を受け取るために、その後10年間のうちに保険料を納付することができます。　（2年以上経過後は保

険料に一定の加算がかかります。）

【若年者納付猶予制度の対象となる年収の目安】

平成17年度の基準

4人世帯（夫婦・子2人） 258万円
2人世帯（夫婦のみ） 157万円
単　　身　　世　　帯 122万円

　　鍾・

φ．竃
　・響・

※本人だけではなく、配偶者も基準に該当していることが必要です。

※4人世帯、2人世帯は夫か妻のどちらかのみに所得（収入）がある世帯の場合です。

4　保険料免除の所得基準が一部緩和されます（国民年金）

　扶養者控除がないために若者に多い単身世帯に厳しいものとなっていた保険料免除の所得基準が、単

身世帯を中心に緩和されます。

【単身世帯の方の保険料免除の目安（年収ベース）】

全額免除 半額免除

平成16年度 100万円 150万円
↓ ↓ ↓

平成17年度　…　122万円　　　　　　1

227万円

　　　’ど．勲

礎．協
　　よ
。む年盆

5　特別障害給付金制度が始まります

　　この制度は、国民年金制度の発展過程において生じた特別な事情にかんがみ、障害基礎年金等を受給

　していない障害者に対して福祉的措置を講じる観点から給付金の支給を行う制度です。

　対象者は、

　　・平成3年3月以前の国民年金任意加入対象であった学生

　　・昭和61年3月以前の国民年金任意加入対象であった厚生年金保険等に加入していた方の配偶者

であって、任意加入していなかった期間中に生じた傷病が、現在、障害基礎年金の1，2級相当の障害

の状態にある方です。

　請求書の受付は、平成17年4月1日から住所地の市区役所・町村役場で受付を開始いたします。給

付金の支給は、請求書を受付した月の翌月からとなりますので、給付金を請求する方は、平成17年4

月中に請求書を提出してください。　（5月に請求した場合は6月分からの支給となります。）

　障害認定事務は、過去の状況を確認する必要があるなど非常に時間がかかる場合があります。個々の

ケースにもよりますが、支給の決定まで数ヶ月必要となりますので、あらかじめご了承ください。　（支

給が決定すれば、請求書の受付日の翌月まで潮って支給されます。）

　なお、収入や年金受給の状況によって支給が制限されることがあります。

【お問い合わせ先】

延岡社会保険事務所電話0982－21－5424

，・ @箪　　冨　． ’ワ ．．■‘ ﾟ　　、　　1 　ロ　　ワ鵠　．　　　．　　　二蟹」ト・

年金制！度改正等のお知．らせ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　野㍗一「．γ　、一．．

働職麺

　国民年金などの年金制度の改正が順次実施されることとなっています。平成17年4月からの主な変更

点は次のとおりですのでご留意ください。

1．平成17年4月から平成18年3月までの国民年金保険料

　　　　→月額13，580円

国民年金の保険料は、平成17年度から平成29年度まで毎年280円引き上げられる予定となっています。

（引き上げ額は、今後の賃金上昇率によって変化します。）

2　国民年金保険料の口座振替割引制度が拡充されます

①保険料の前納を口座振替にすると割引額が増えます

　　17年度分の保険料を一括して前納すると、

　現金払いでは、2，890円の割引、

　　口座振替では、3，420円（530円増）の割引となります。（6ヶ月前納も口座振替が有利です。）

　　現金払いでの前納は、4月に郵送されてくる納付書で4月30日（今年は4月末日が休日のため5

　月2日）まで金融機関等の窓口での支払いが可能です。

　　笛座振替での前納は、平成17年3月20日必着で社会保険事務所への申し込みが必要となります。郵送ま

　たは金融機関等で申込みされる場合は、お早めにお申し込み下さい。口座振替日は4月30日（今年は4月末日

　が休日のため5月2日）です。

一国民年金基金の掛金と国民年金の保険料を合わせて口座振替している方へ一

国民年金保険料の納付を前納に変更する場合は、3月18日必着で基金へのお申し込みが必要となります。

②月々の口座振替に面割（当月保険料の当月引落し）制度ができました

　　通常の口座振替（当月保険料の翌月末引落し）は定額保険料ですが、口座振替を早晩にすると40円が割引

　　となります。庵主制度を申し込みすると翌月末の初回の口座振替にて2ヶ月分の保険料（従前の保険料と40円

　割引された保険料）が引落しとなり、その後の毎月の保険料が40円割引となります。

　　偏継をご希望の方は、平成17年3月18日までに社会保険事務所へお申し込み下さい。

【早割のイメージ図】平成17年3月中にお申し込みされた場合

○通常の口座振替

　　保険料　　　　引落月

匝到一［互亟亘

匝］一［ii隔心

匝］一［函

紬

○早割制度

　　保険料

匡亘至］一

匝至］一

引落月

回
圃一［5月末日］

＊4月以降の保険料から40円割引

　以上の口座振替の申込用紙（振替方法の変更も同じ申込用紙となります）については、社会保険事務所

に請求していただくほか、社会保険庁ホームページから印字（プリントアウト）することもできます。

社会保険庁ホームページhttp：〃www．sia．gojp1

・●　・●　．
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ー
カ
ー

・
聖
者
の
行
進
　
　
　
栗
本
　
薫

・
日
光
例
幣
使
道
の
殺
人

　
　
　
　
　
　
　
　
平
岩
弓
枝

・
ア
ル
フ
ィ
と
く
ら
や
み

　
　
　
　
　
　
　
エ
ロ
ー
ル
・
ル
・
カ
イ
ン

・
ゆ
ら
ゆ
ら
橋
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
池
永
　
陽

・
う
た
う
警
官
　
　
　
佐
々
木
譲

・
素
敵
　
　
　
　
　
　
大
道
球
貴

・
幽
閉
　
　
　
　
メ
ア
リ
！
ノ
ト
ン

・
月
下
妙
剣
　
　
　
多
田
容
子

・
吐
き
た
い
ほ
ど
愛
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
新
堂
冬
樹

・
エ
リ
カ
　
　
　
　
小
池
真
理
子

・
日
を
喰
う
者
た
ち

　
　
　
　
　
デ
ィ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ア
ー
モ
ン
ド

・
節
約
生
活
の
ス
ス
メ

　
　
　
　
　
　
　
山
崎
え
り
子

・
年
収
3
0
0
万
円
時
代
で
も
元
気

　
に
生
き
抜
く
や
り
く
り
家
計
術

　
　
　
　
　
　
森
永
卓
郎
監
修

・
デ
ジ
カ
メ
写
真
が
う
ま
く
な

　
る
Q
＆
A

・
金
魚
の
飼
い
方
・
育
て
方

　
　
　
　
　
　
主
婦
の
友
社
編

・
知
っ
て
ト
ク
す
る
お
葬
式
と

　
お
墓
の
知
恵

　
　
　
　
　
　
　
　
二
村
祐
輔

児
童
図
書

・
福
祉
の
世
界
地
図

　
　
　
　
　
　
　
赤
藤
由
美
子

　
世
界
の
実
情
を
リ
ア
ル
に
伝

え
る
デ
ー
タ
マ
ッ
プ
シ
リ
ー
ズ
。

日
本
で
生
活
し
て
い
る
だ
け
で

は
見
え
て
こ
な
い
、
世
界
の
多

様
性
と
共
生
の
価
値
観
を
伝
え
る
。

総
合
学
習
に
も
最
適
。
4
の
テ

ー
マ
は
「
福
祉
」
。
　
（
小
学
校

上
学
年
・
中
学
生
対
象
）

・
ギ
ラ
の
伝
説

　
　
　
　
　
　
た
か
ら
し
げ
る

「
ギ
ラ
の
伝
説
」
と
名
づ
け
ら

れ
た
ゲ
ー
ム
と
よ
く
似
た
別
世

界
に
ひ
き
こ
ま
れ
た
少
女
・
麻
矢
。

物
語
の
主
人
公
の
少
年
・
ヤ
ー

に
愚
青
し
て
し
ま
っ
た
麻
矢
は
、

王
の
し
る
し
の
宝
剣
を
め
ぐ
る

戦
い
に
否
応
な
く
巻
き
込
ま
れ

る
が
…
。
　
（
小
学
校
上
学
年
・

中
学
生
対
象
）

・
新
聞
わ
く
わ
く
活
用
事
典

　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
信
男

（
小
学
校
中
学
生
対
象
）

・
天
か
ら
の
お
く
り
も
の

　
　
ジ
ャ
ッ
ク
リ
ー
ン
・
ブ
リ
ッ
グ
ズ
・
マ
ー
テ
ィ
ー

（
小
学
校
上
学
年
・
中
学
生
対
象
）

・
ふ
し
ぎ
の
国
の
レ
イ
テ
ェ
ル

　
　
　
　
　
　
　
エ
ミ
リ
i
・
ロ
ッ
ダ

（
小
学
校
上
学
年
・
中
学
生
対
象
）

・
お
ひ
さ
ま
ホ
テ
ル

　
　
　
　
　
　
エ
ー
リ
ッ
ヒ
・
ハ
イ
ネ
マ
ン

（
小
学
校
上
学
年
・
中
学
生
対
象
）

・
1
2
歳
か
ら
の
被
災
者
学

　
　
　
　
　
　
　
　
土
岐
憲
三

（
小
学
校
中
・
上
学
年
対
象
）

・
こ
ん
に
ち
は
お
に
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
内
田
麟
太
郎

（
中
学
生
対
象
）

・
よ
そ
ら
の
ほ
し
は

　
　
　
　
　
　
　
　
村
上
康
成

（
小
学
校
中
・
上
学
年
対
象
）

・
き
ょ
う
は
こ
ど
も
を
た
べ
て
や
る

　
　
　
　
　
シ
ル
ヴ
ィ
ア
ン
・
ド
ニ
オ

（
小
学
校
中
・
上
学
年
対
象
）

え
ほ
ん

・
そ
ば
せ
い
　
川
端
誠
作

　
何
事
に
も
「
ほ
ど
ほ
ど
」
と

い
う
の
が
あ
り
ま
し
て
、
　
「
こ

っ
か
ら
さ
き
は
、
よ
し
た
ほ
う

が
い
い
」
と
い
う
。
そ
の
気
に

な
れ
ば
、
も
り
を
四
十
食
う
と

い
う
清
さ
ん
。
あ
だ
名
は
そ
ば
清
。

六
十
を
食
え
た
ら
十
両
を
も
ら

う
と
い
う
賭
け
を
し
て
…
。

シ
リ
ー
ズ
9
作
目
。

・
ゆ
び
で
あ
い
う
え
お

　
　
　
　
　
　
　
田
中
ひ
ろ
し

・
わ
た
し
の
お
ひ
な
さ
ま

　
　
　
　
　
　
　
内
田
鱗
太
郎

・
ど
こ
ど
こ
　
こ
こ
・
こ
こ
…

　
　
　
　
　
　
　
　
五
味
太
郎

・
ち
び
ゴ
リ
ラ
ち
び
ち
び

　
　
　
　
　
ル
ー
ス
・
ボ
ー
ン
ス
タ
イ
ン

・
か
か
し
ご
ん

　
　
　
　
　
　
な
り
た
さ
と
こ

・
た
す
け
て
、
ク
マ
と
う
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
デ
ビ
・
グ
リ
オ
リ

・
ホ
ウ
キ
さ
ん
と
メ
ガ
ネ
さ
ん

　
　
　
　
　
ハ
ン
ス
ペ
ー
タ
ー
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト

・
が
ま
の
油
　
　
　
斉
藤
　
孝

※
他
に
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
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平
成
1
7
年
度
長
寿
学
園
（
山
ざ

く
ら
花
学
園
）
生
を
次
の
と
お
り

募
集
い
た
し
ま
す
。

募
集
期
限

平
成
1
7
年
3
月
3
1
日
（
木
）

募
集
対
象
者
　
町
内
在
住
者
（
お

お
む
ね
6
0
歳
以
上
）
2
5
名
程
度

申
込
方
法
　
申
込
先
へ
連
絡
し
て

下
さ
い
。

申
込
先

東
郷
町
教
育
委
員
会
さ
く
ら
館

東
郷
町
大
字
山
陰
辛
2
7
3
番
地
1

担
当
者

社
会
教
育
指
導
員
　
黒
木
幸
男

電
話
6
9
1
3
1
7
1

電
　
話
　
6
9
1
2
0
4
8
（
休
館
日
）

F
A
X
　
6
9
1
3
2
0
5

学
習
日
　
毎
月
第
2
木
曜
日
（
午

前
1
0
時
～
午
後
3
時
）

＊
学
園
の
運
営
の
あ
た
っ
て
は
学

園
生
が
自
主
的
に
運
営
し
ま
す
。

〔
春
季
全
国
火
災
予
防
量

実
施
期
間
　
3
月
1
日
（
火
）
～
3

月
7
日
（
月
）
ま
で
の
7
日
間

統
一
標
語
「
火
は
消
し
た
　
い
つ

も
心
に
　
き
い
て
み
て
」

　
火
災
が
発
生
し
や
す
い
気
候
に

な
り
ま
し
た
。
火
の
取
扱
に
は
十

分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
野
焼

き
や
あ
ぜ
焼
き
等
を
行
う
場
合
は
、

一
週
間
前
ま
で
に
火
入
れ
許
可
の

申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
火
入

れ
許
可
申
請
受
け
付
け
ば
、
印
鑑

を
持
参
の
上
役
場
総
務
課
消
防
交

通
係
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

町営住宅又江野団地入居者募集

町営住宅又江野団地に住宅退去があるため、入

渚の募集を下記の要領で行います。

不明な点がございましたら、役場建設課（電話69一

｝06）までお問い合わせ下さい。

予備肖衛窟補募集のお知らせ

　予備自衛官補の募集を次のとおり行い

ます。受験資格等は次のとおりです。

■受験資格等

○日本国籍を有する次の者

〔卒
中
学
校

　
3
月
1
6
日

小
学
校

　
3
月
2
4
立

業（
水
）

（
木
）

資　格 受付期間
試験期日及び

㈱i発表

一
般

18歳以上

R4歳未満

ﾌ者

技
能

18歳以上で国

ﾆ免許資格を

ﾛ有する技能

ﾉ応じ、53～

T5歳未満の者

平成17年

P月1旧（火）

`4月8日（金）

平成17年4月16日（土）

P7日（日）、豆8日（月）

｢ずれか1日指定します。

y合格発表】

ｽ成17年5月27日（水）

式
＝
町
議
会
定
例
三

●詳しい内容のお問い合わせ先

　自衛隊日向募集事務所
　　日向帝原町4丁目（たばこ会館内）

　　電話（0982）52－6914

　町営住宅又江野団地に住宅退去があるため、入

居者の募集を下記の要領で行います。

　不明な点がございましたら、役場建設課（電話69－

3906）までお問い合わせ下さい。

募集期悶平成17年3月7日（月）～18日（金）

住宅の場所　東郷町大字山陰丙1525番地1

募集戸数　1戸（平成14年建築）

入居時期　平成17年4月10日以降

入居資格政令月収20方円未満の方

応募方法所定の申込み用紙に同居者全員分
　　　　　　の住民票・所得証明書・納税証明書

　　　　　　を添付して提出。

住宅使用料　所得に応じ、10，000円～16，700円

住宅の規格　1DK（駐車場1台分付）

　　　　　　※単身若しくは小世帯向け住宅です。

申込場所東郷町役場建設課（直通69－3906）

入居者の決定　複数の応募者がある場合は抽選に

　　　　　　より決定

その他申込用紙は、建設課にあります。

3
月
1
1
日
（
金
）
か
ら
開
会
し
ま
す
。

　
議
会
は
傍
聴
で
き
ま
す
。
お

気
軽
に
議
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

〔
行
政
相
談
〕

日
時
　
3
月
1
6
日
目
水
）

10

F
0
0
～
1
5
：
0
0

場
所
　
町
社
会
福
祉
協
議
会

行
政
相
談
員
　
岩
見
次
夫
氏

※
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
　
灘
　
　
■
置
贔

　
　
疑
　
　
0
蛆
四

　
忌
明
け
と
し
て
、
次
の
方
か

ら
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
社
会

福
祉
の
た
め
の
善
意
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
（
2
月
1
0
日
ま
で
受
付

た
分
）

◎
即
値
の
赤
松
竹
春
さ
ん
よ
り

（
ク
サ
さ
ん
逝
去
）

◎
鶴
野
内
の
林
　
正
美
さ
ん
よ
り

（
伊
勢
馬
さ
ん
逝
去
）

〔一

ﾊ
寄
付
〕

　
鶴
野
内
の
夏
虫
ミ
サ
オ
さ
ん
、

「
民
謡
い
こ
い
教
室
」
の
岩
佐
國

弘
さ
ん
（
羽
坂
）
よ
り
、
社
会

福
祉
協
議
会
へ
一
般
寄
付
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

▲
璽
愚
轡

　
　
　
（
1
月
届
出
分
）

出
生
お
め
で
と
う

赤
ち
ゃ
ん
の
氏
名

保
護
者

住
所

か
み
　
さ
と
　
　
ゆ
う
　
　
り
神
里
友
梨

勝

福
　
瀬

た
か
　
　
お
　
　
　
か
　
　
り
ん
高
尾
佳
鈴

龍
二

寺
　
迫

ご
　
　
と
う
　
ゆ
き
　
　
と
後
藤
之
人

敏
之

小
野
田

は
る
　
　
き
　
　
ゆ
ず
　
　
は
春
木
柚
羽

三
郎

迫
野
内

み
　
う
ら
　
な
　
な
　
　
こ
三
浦
菜
々
子

康
伸

坪
　
谷

く
ろ
　
　
ぎ
　
　
と
う
　
　
や
黒
木
冬
弥

浩
二

寺
　
迫

は
し
　
ぐ
ち
　
り
ゅ
う
　
せ
い
橋
口
琉
聖

幸
司

羽
　
坂

結
婚
お
幸
せ
に

　
　
氏
　
　
　
名
　
　
　
住
所

　
橋
　
口
　
幸
　
司
　
　
羽
　
坂

　
増
　
田
　
亜
沙
美
　
　
延
岡
市

死
亡
ご
冥
福
を
祈
り
ま
す

山 赤 林 見

口 松
伊

玉
氏

カ ク
勢 マ

メ サ
ノ サ 馬 工

名

86 79 93 88 年
歳 歳 歳 歳 二

八 寺 小 鶴 住
重 野 野
原 迫 田 内 所
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ゆ奪東郷幼稚園〔う

▲「おもちっき」

　　　　小野田区　又江野中

　　　　　　　ひろ　　たか
　　　　黒木二天くん（6歳）

　　　　父　勇人さん
　　　　母　美和さん

　　　　○好きな食べ物は何ですか？

　　　　　ぶどう

　　　　○好きな遊びは何ですか？

　　　　　プロツク

ン　　　　○大きくなったら何に
　　　　　なりたいですか？

　　　　　大工さん

鶴野内耳　中水流
　　　な　な　こ
渦汐菜々子さん㈱

父　義弘さん

母　美紀さん

○好きな食べ物は何ですか？

　りんご

○好きな遊びは何で
　すか？
　ブランコ

○大きくなったら何に
　なりたいですか？

　ケーキ屋さん

▲「わたしのかお」

閑賞翼賞閑翼賞翼賞

翻（㊥誘籐
紫関賞囲三関賞賞

　　　4月1日
若山牧水記念文学館開館

⊂牧水記念館は閉館⊃

　若山牧水記念文学館が平成
17年4月1日開館します。

　あわせて、牧水生家もきれ

いに修復され披露されます。

　開館準備にあたり昭和42
年に開館した現「牧水記念館」
　　　　　　ほを所蔵物移転等準備作業を行

うため2月14日（月）から

閉館しました。

缶

表
紙
牧
水
・
の
う
た
の
解
説都

甲
欣
一

芹
の
葉
の
茂
み
が
う
へ
に
登
り
み
て

こ
れ
の
小
蟹
は
も
の
た
べ
て
を
り
（
黒
松
）

　
こ
の
歌
は
、
「
最
後
の
歌
」
と
題
し
て
詠
ん
だ
二
首
の
中
の
一
首
で
あ

る
。
も
う
↓
首
は
「
酒
ほ
し
さ
ま
ぎ
ら
わ
す
と
て
庭
に
出
で
つ
庭
草
を
ぬ

く
こ
の
庭
草
を
」
で
あ
る
。

　
歌
の
意
味
は
「
芹
の
葉
が
茂
っ
て
い
る
そ
の
茂
み
の
葉
の
上
に
、
小
さ

な
蟹
が
登
っ
て
い
て
、
こ
の
小
さ
な
蟹
は
、
何
か
も
の
を
食
べ
て
い
る
。
」

で
あ
る
。

　
こ
の
歌
に
つ
い
て
、
大
谷
和
子
氏
は
次
の
よ
う
に
解
説
し
て
い
る
。

「
こ
の
歌
も
牧
水
没
後
に
見
出
さ
れ
た
も
の
。
牧
水
の
家
の
庭
に
は
池
が

あ
り
、
池
に
は
鮒
や
鯉
を
飼
い
、
池
の
周
辺
に
芹
な
ど
を
植
え
て
い
た
。

芹
の
茂
み
の
葉
の
上
で
何
か
も
の
を
食
べ
て
い
る
小
さ
な
蟹
を
見
て
い
る

牧
水
の
姿
に
も
、
や
は
り
寂
り
ょ
う
感
が
た
だ
よ
っ
て
い
る
。
」

　
ま
た
、
志
垣
澄
幸
氏
は
「
も
う
一
首
の
酒
を
思
う
歌
と
、
小
蟹
の
小
さ

な
動
物
に
目
を
と
め
て
そ
れ
に
愛
情
を
よ
せ
た
歌
と
が
、
最
後
の
作
に

な
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
偶
然
の
こ
と
な
が
ら
、
常
に
酒
を
愛
し
自
然
の

風
物
に
限
り
な
い
愛
情
を
寄
せ
て
い
た
牧
水
に
ふ
さ
わ
し
い
。
そ
し
て
、

表
現
は
平
板
だ
が
、
わ
れ
わ
れ
は
や
は
り
こ
の
平
明
自
在
な
表
現
の
な

か
に
に
じ
み
出
て
い
る
深
い
哀
感
を
汲
み
と
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
」
と
解

説
し
て
い
る
。

（
大
谷
和
子
著
「
名
歌
即
訳
・
若
山
牧
水
」

志
垣
澄
幸
著
「
牧
水
讃
歌
」
よ
り
）
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